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高等学校における個々の能力・才能を伸ばす特別支援教育
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本日の説明

１ 学校の概要
２ 研究開発の課題
３ 研究開発の概要
４ 研究開発の内容と実施
５ 成果と課題
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（１）全日制総合学科

１ 学校の概要

課程 学科 第１学年 第２学年 第３学年 計
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

全日制 総合学科 74 3 74 3 97 3 245 9

計 74 3 74 3 97 3 245 9

計 74 3 74 3 97 3 245 9

（２）学校の特色
・「邇摩高校活性化プラン」の施策に特別支援教育の充実を

掲げ、本事業を中核に位置づける

・履修科目を主体的に選択できる

・校地内に知的障がい特別支援学校分教室（高等部）が設置

されている
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（３）学校の状況

１ 学校の概要

・特別支援学校分教室と高等学校の生徒同士の交流及び

共同学習や教員間の特別支援教育に関する合同研修を

実施している。

・高等学校の生徒の中に、中学校時に通級指導教室を利用

していたり、発達障がい等の診断を受けていたりする等、特

別な支援や継続した特別支援教育を必要とする生徒の数

が増加している。
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高等学校に在籍する障がいのある生徒の自立と

社会参加を図るため、特別支援学校や発達障害

者支援センター等と連携して、自立活動を取り入

れた特別の教育課程の編成及び一斉授業の改善

工夫に関する研究開発

２ 研究開発の課題
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➀隣接する特別支援学校分教室の自立活動担当教員が訪問
指導することにより、障がいのある生徒への自立活動の指導を
とおして、障がいのある生徒が「人間関係の形成」および｢コミュ
ニケーション」を中心としてスキルを身につけ、授業時間や休
み時間、部活動等の学校生活において、より円滑な人間関係
を築くために適した行動をとることができる。

３ 研究開発の概要

➁教務部を中心として、学校全体でＩＣＴ機器の活用による
「『見える』学びを目指して」をテーマに、一斉授業の改善工夫
を行うことで、障がいのある生徒にとっても、障がいのない生徒
にとっても、わかりやすい授業を行うことができる。

（１）研究仮説
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➀個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成し、自立活

動の「人間関係の形成」や「コミュニケーション」を中心とした

指導内容や評価方法等について研究する。

③全教職員で研究に取り組む校内組織をつくり、生徒や保護

者への説明やアプローチ、実態把握のシステム構築を図る。

（２）研究開発の内容

➁一斉授業の改善に向けて、生徒への授業改善に関する意

識調査のアンケートを行い、その結果を踏まえた、課題解決

のための取組やＩＣＴ機器を活用した支援の在り方について

研究する。
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➀自立活動の実施

（Ｈ２６年度） ・１年生対象生徒４名は課外で実施

（Ｈ２７年度） ・１年生対象生徒６名は課外で実施予定

・２年生対象生徒４名は教育課程内で実施

③研究推進体制や自立活動実施に向けての手順等整理

（３）実施状況

➁一斉授業の改善工夫等

（Ｈ２６年度） ・生徒への授業改善に関する意識調査アンケ

ート実施、分析、ＩＣＴ機器を活用した支援の

在り方について検討

（Ｈ２７年度） ・ＩＣＴ機器を活用した支援の研修と実践
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（１）教育課程の特例

４ 研究開発の内容と実施
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月 火 水 木 金

１限

２限

３限

４限

５限

６限

放課後 Ａさん Ｂさん Ｃさん Ｄさん

① １年生「煌めく羅針盤」の授業形態

特別支援学校自
立活動担当教員
と本校特別支援
Ｃｏ、教務部長等
の校内推進委員
会で曜日・学校
行事等を勘案し
て決定する。

一回当たり５０分
とする。

計画では、年度
末までに、一人

３回、延べ１２回
を実施。
１５：４０～１６：３０

前期を実態把握
の期間と位置づ
け、各関係機関
と連携を図りな
がら適切な情報
収集に努める。
後期から実施と
するが、そのた
めの代替科目が
ないために、放
課後実施とした。
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月 火 水 木 金

１限

２限

３限
煌めく羅針盤
（情報処理）

４限
煌めく羅針盤
（情報処理）

５限 情報処理

６限 情報処理

放課後

対象生徒の個別の教
育支援計画等に基づき、
状況に応じて、特別支
援Ｃｏ、自立活動担当
教員、担任等と協議し
授業スケジュールを決
定する。

（ビジネス系列）対象生徒は、
「情報処理」２時間の時間は、
自立活動「煌めく羅針盤」と位
置づける。

（ビジネス系列）
一般の生徒は（情
報処理）を４時間
受講している。

② ２年生「煌めく羅針盤」の授業形態
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２年生「煌めく羅針盤」教育課程の考え方

（例）ビジネス系列の場合

４単位科目
設定

情報処理

２単位相当
設定煌めく羅針盤

２単位科目
設定

情報処理

対象
生徒

一般
生徒
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月 火 水 木 金

１限

２限

３限
煌めく羅針盤
（異文化理
解）

４限

５限
煌めく羅針盤
（異文化理
解）

６限

放課後

例で示す「異文化理解」
は、全ての系列から選択
できる自由選択科目群
にあり、対象生徒が自立
活動｢煌めく羅針盤」の
受講が可能となる。

③ ３年生「煌めく羅針盤」の授業形態
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①②③「煌めく羅針盤」時間割

月 火 水 木 金

１限

２限

３限
煌めく羅針盤
（異文化理
解）

煌めく羅針盤
（情報処理）

４限
煌めく羅針盤
（情報処理）

５限
煌めく羅針盤
（異文化理
解）

６限

放課後 Ａさん Ｂさん Ｃさん Ｄさん

３
年
生

２
年
生

３
年
生

１
年
生
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（２）現行指導要領における一斉指導の改善工夫等

➀一斉授業の改善については、授業に対する意識

調査アンケートを実施

②ＩＣＴ機器を活用している先進校視察や研修会へ

の参加
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「見える化授業」の推進
電子黒板と端末モバイルを活用した双方向授業の研究

【目的】
➀生徒の思考の過程や結果を可視化する。
②協働学習を電子黒板や端末モバイル活用するこ
とにより個々の思考を他の生徒と共有する。

③電子黒板や端末モバイル活用を活用することに
より、思考力・判断力・表現力を育成する。

③校内でのＩＣＴ機器の活用による一斉授業の改善

工夫等の方向性の確認
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① 研究推進体制

運営指導委員会事業推進委員長
（学校長）

事業推進調整役
（教頭）

本事業連絡推進会議

校内推進会議

推進委員会
（全ての教職員）

②個々の能
力・才能を伸
ばす指導

【教務部】

①障害に応
じた特別な
指導

【保健部】

島根県教育委員会
◎特別支援教育課
○教育指導課

連携・協力

指導・助言

◎特別支援教育課 校長 ○教頭 保健部長
教務部長 特別支援教育Ｃｏ ①②担当教諭
出雲養護学校教頭 自立活動担当教員

教頭 ◎保健部長 ○特別支援教育Ｃｏ 養護教
諭 教務部長 学年主任（１年生） 系列主任企画・立案

実施・検証

連絡・調整

方針・指示

（３）研究推進体制や自立活動実施に向けての手順等
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② 校内特別支援教育体制

適切な実態把握
情報の共有

生徒・保護者

担任

学年主任
学年会

職員会議

カウンセリング委員会
保健部・特別支援教育CD

邇摩高校ＰＴＡ

総務部

生徒指導部

進路指導部

教務部

教科主任会会議

教科会

系列主任会議

総合学科科長

外部機関との連携

小学校 中学校
中高連
絡会

地区養護
教諭部会

授業
改善

特別支
援教育
の推進

関わる 巻き込
む

繋がる

出雲養護学校
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③実態把握と障がいに応じた特別な指導
「煌めく羅針盤」実施計画Ⅰ

保護者・中学校
■中学校からの情報
■保護者からの情報

■生徒からの申し出
■地区養護教諭部会

外部機関からの情報

■東部・西部発達支援
センター

■市町村子育て支援課
■児童相談所等

担任・教科担当・保
健部等学校組織を
活用したきめ細や
かな情報収集

対象生徒であり発達支援
等の診断が明確な場合

対象生徒と思われるが、実際の
診断等の根拠が明確でない場合

担任・学年主任から
の実態把握の報告

校内推進委員会

本人・保護者の
許諾を得て、
発達検査の実
施、関係機関と
の連携

主観的把握
客観的把握

①

②
前期７月中旬
までに報告 19

発達支援センター
関係医療機関

実施に向けて、履
修届けの提出

保護者
最終意思確認

実施の許諾 実施の拒否

③

校内ケース会議
他の支援を検討

校内推進
委員会

授業担当教科会
系列関係教員

１年保護者へ「煌めく羅針盤」（自立活動）の全体説明 系列＋科目 ８月

個別の教育支援計
画等、検討・作成

相談
受診
投薬

共有
対応
検討

該当クラス担任
１年学年会

出雲養護学校
ＬＳＴ担当教諭

④

クラス担任
１年学年該当

生徒への意思確認

「煌めく羅針盤」実施計画Ⅱ
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邇摩高校
特別支援ＣＤ

煌めく羅針盤
（自立活動）の実施

実施
１１月・１２月・２月

校内推進
委員会

本事業連絡推進会議報告・改善

推進委員会
（全ての教職員）

成果と課題
共通理解

⑤

出雲養護学校自
立活動担当教員

該当クラス担任
１年学年会

授業計画
案の作成

運営指導委員会指導
助言

検証
（成果・改善・変更・評価）
個別の指導計画
個別の教育支援計画

授業計画
案の作成

保護者面談

⑥煌めく羅針盤
評価・本人保護者

面接

「煌めく羅針盤」実施計画Ⅲ
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（１）研究開発の成果

５ 研究開発の成果と課題

➀ 生徒への効果

（ア）｢自立活動｣の実施

・自立活動を前向きにとらえ、学習後には達成感のある内容

の感想を述べた。

・自立活動担当者や担任等から見守られているという安心感

をもって学習に臨むことができた。

・自分からあいさつをするようになった、リラックスして活動がで

きるようになった等、周囲から生徒の変容の報告があった。
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（イ）一斉指導の改善工夫

・授業の見通しをもてるように、学習内容を明確にするこ

とで積極的に取り組むことができた。

・ＩＣＴ機器（電子黒板、タブレット端末）を活用して、視覚

的な提示をすることで、学習の理解や学習意欲を高め

ることができた。
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② 教員への効果

（ア）｢自立活動｣の実施

・発達障がい、自立活動、通級による指導などについて

の基本的知識を学ぶことができた。

・学校全体で特別支援教育に対する意識が高まり､校内

の新しい体制づくりにつながった。

（イ）一斉指導の改善工夫
・生徒の意識調査から、授業改善に向けての考えを共通

理解し、改善に取組めた。

・ＩＣＴ機器の活用による、授業改善の工夫が進んだ。
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③ 保護者等への効果

（ア）自立活動対象生徒の保護者

・高等学校での自立活動について理解を示し、生徒の履修

を積極的に望まれた。

（イ）自立活動対象以外の生徒の保護者

・学年集会で自立活動について全体の保護者へ説明し、

周知を図ることができた。
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（ウ）自立活動対象以外の生徒

・本事業の取組が、不登校や学校不適応を防ぐことにつ

ながればよいという意見文を書いた生徒もおり、関心が

深まっている。

（エ）その他

・近隣の中学校から、事業の問い合わせや学校見学の

依頼があった。
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（２）研究開発の課題

➀ ｢自立活動｣の実施の課題

・１年生段階では、必履修科目や系列に分かれる専門教科か

ら、自立活動の代替科目を確保することができず、課外の

実施となった。

・自立活動は、個別学習を基本として考えていたが、対象生

徒が増えた際の時間割編成や集団学習設定の工夫の必要

がある。

・自立活動の代替科目を選定する場合、学習の積み重ねが

必要な科目（例：簿記）や実技を伴う実習などは避ける等の

様々な制約が出てくる。
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② 高等学校と特別支援学校分教室との連携

・自立活動担当教員（特別支援学校分教室教員）と高等学校

学年会、担任、教務部が綿密な連携を図るための情報共有

や協議をするための体制づくりが必要である。

・高等学校の特別支援コーディネーターの役割が重要となる。

③ 教務・進路関係

・電子システムの導入により、自立活動の出欠や授業時数の

入力が他生徒と異なり、システムの変更や正確な入力の必

要がある。

・進路決定の際に、就職の全国統一応募用紙や調査書への

自立活動単位修得の記載をどうするか。

・自立活動を履修した生徒に対する社会的理解が深まってい

るか。
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教科 科目
標準
単位数

履修
単位数 備考 教科 科目

標準
単位数

履修
単位数 備考 教科 科目

標準
単位数

履修
単位数 備考

国語 国語総合 4 4 地理歴史 世界史A 2 2 日本史A 2 2

公民 現代社会 2 2 理科 生物基礎 2 2 地理A 2 2

数学 数学Ⅰ 3 4 体育 7～8 3 保健体育 体育 7～8 2

理科 科学と人間生活 2 2 保健 2 1

体育 7～8 2 家庭 家庭総合 4 2

保健 2 1

音楽Ⅰ 2 2

工芸Ⅰ 2 2

外国語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 4

家庭 家庭総合 4 2

情報 社会と情報 2 2

3～6 0 3～6 1 3～6 3

25 11 7

産業社会と人間 学校設定 2 0 0

３年間合計

ホームルーム活動 1 ホームルーム活動 1 ホームルーム活動 1 3

 必履修科目単位数計 25 自立活動（煌く羅針盤） 0～2 自立活動（煌く羅針盤） 0～2 0～4

原則履修科目単位数計 2 11 7 20

総合・自由選択科目単位数計 2 原則履修科目単位数計 0 原則履修科目単位数計 0 2

週当たり時数合計 30 総合・自由選択科目単位数計 18 総合・自由選択科目単位数計 22 70

学校設定科目 2～4 週当たり時数合計 30 週当たり時数合計 30 90

学校設定科目 0～2 学校設定科目 0～10 2～16

科目
標準
単位数

履修
単位数 備考 科目

標準
単位数

履修
単位数 備考 科目

標準
単位数

履修
単位数 備考

① 国語 国語表現入門 学校設定 ア2 ① 国語 古典A 2 ア2 ① 国語 演習国語 学校設定 ウ2

① 英語 総合英語 2～14 ア2 ① 数学 数学Ⅱ 4 イ2 3年次と継続 ① 数学 数学Ⅱ 4 ク2 2年次から継続

① 外国語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 ウエ4 ① 外国語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 アイ4

① 外国語 英語表現Ⅱ 4 エオ4

① 農業 農業と環境 2～6 ア2 ① 農業 総合実習 2～8 アイ4 ① 農業 課題研究 2～6 ア2

① 農業 野菜 2～8 オ2 ① 農業 総合実習 2～8 カキ4

① 農業 草花 2～8 カ2 農ﾓ ① 農業 野菜 2～8 イウ4 農ﾓ

① 農業 食品製造 2～10 ウ2 ① 農業 草花 2～8 イウ4 農ﾓ

① 農業 生物活用 2～6 エ2 農ﾓ ① 農業 食品製造 2～10 イウ4 農ﾓ

① 農業 微生物利用 2～6 エ2 農ﾓ

① 商業 ﾋﾞｼﾞﾈｽ基礎 2～5 ア2 ① 商業 簿記 2～8 オカ4 ① 農業 生物活用 2～8 エ2 農ﾓ

① 商業 財務会計Ⅰ 2～4 イウ4 情ﾓ ① 商業 課題研究 2～6 キ2

① 商業 原価計算 2～6 イウ4 流ﾓ ① 商業 総合実践 2～6 オ2

① 商業 情報処理 2～6 アエ4 ① 商業 ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務 2～4 ウ2 流ﾓ

① 商業 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 2～4 ア2 流ﾓ

① 商業 広告と販売促進 2～4 イ2 流ﾓ

① 商業 経済活動と法 2～4 カ2

① 商業 財務会計Ⅱ 2～4 ク2 情ﾓ

① 商業 原価計算 2～6 ウエ4 情ﾓ

① 商業 ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報 2～6 エ2 流ﾓ

① 国語 国語表現入門 学校設定 ア2 保ﾓ ① 芸術 幼児教育音楽 学校設定 イ2 保ﾓ ① 商業 ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報 2～6 アイ4 情ﾓ

① 家庭 生活基礎 学校設定 ア2 被ﾓ・食ﾓ ① 外国語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 ウエ4 保ﾓ ① 家庭 課題研究 2～6 エ2

① 英語 総合英語 2～14 ア2 保ﾓ ① 家庭 子どもの発達と保育 2～6 ア2 保ﾓ ① 芸術 幼児教育音楽 学校設定 キ2 保ﾓ

① 家庭 ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 2～6 アイ4 被ﾓ ① 外国語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 アイ4 保ﾓ

① 家庭 ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ 2～6 アイ4 食ﾓ ① 家庭 子どもの発達と保育 2～6 ウ2 保ﾓ

① 家庭 子ども文化 2～4 カ2 保ﾓ

① 家庭 ﾌｧｯｼｮﾝ造形 6～10 アイウ6 被ﾓ
① 家庭 食文化 1～2 オ2 食ﾓ

① 福祉 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術 2～6 ア2 ① 福祉 社会福祉基礎 2～6 アイ4 ① 家庭 調理 2～18 アイウ6 食ﾓ

① 福祉 課題研究 2～6 オ2

① 福祉 介護福祉基礎 2～6 カ2 ① 福祉 介護福祉基礎 2～6 エ2

① 福祉 こころとからだの理解 2～12 オ2 ① 福祉 生活支援技術 2～12 ウ2

① 国語 現代文B 4 2 3年次と継続 ① 福祉 介護総合演習 2～6 アイ4

① 数学 数学A 2 2 ① 国語 現代文B 4 2 2年次から継続

① 外国語 英語表現Ⅰ 2 2 ① 数学 数学総合 学校設定 2

② 国語 現代文A 2 ウ2 ① 英語 英語理解 2～8 2

② 地理歴史 日本史B 4 オカ4 ② 国語 国語表現 3 エ2

② 理科 化学基礎 2 カ2 ② 国語 古典B 4 カキ4

② 理科 地学基礎 2 オ2 ② 地理歴史 世界史A 2 オ2

② 芸術 音楽Ⅱ 2 カ2 ② 地理歴史 世界史B 4 カキ4

② 芸術 工芸Ⅱ 2 カ2 ② 数学 数学B 2 ケ2

② 外国語 英語会話 2 オ2 ② 理科 生物 4 カキ4

② 農業 草花 2～8 カ2 ② 芸術 美術Ⅰ 2 エ2

② 農業 生物活用 2～6 エ2 ② 芸術 ﾍﾟﾝ習字 学校設定 ク2

② 商業 ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務 2～4 オ2 ② 外国語 中国語 学校設定 ケ2

② 商業 情報処理 2～6 カ2 ② 外国語 韓国語 学校設定 ク2

② 家庭 子どもの発達と保育 2～6 ウ2 ② 農業 農業経営 2～6 オ2

② 家庭 ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 2～6 ウエ4 ② 農業 食品流通 2～6 ク2

② 家庭 服飾手芸 2～4 エ2 ② 商業 ﾋﾞｼﾞﾈｽ基礎 2～5 オ2

② 家庭 ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ 2～6 ウエ4 ② 商業 情報処理 2～6 ケ2

② 福祉 こころとからだの理解 2～12 オ2 ② 家庭 子ども文化 2～4 キ2

② 家庭 食文化 1～2 カ2

② 体育 ｽﾎﾟｰﾂ総合演習 2～4 ク2

② 音楽 器楽 2～15 オ2

② 英語 異文化理解 2～6 ケ2

② 英語 時事英語 2～6 ク2

履修
単位数 備考

履修
単位数 備考

共
通

ｱ～ｶ2
いずれかで
2単位分

共
通

ｱ～ｺ2
いずれかで
2単位分
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１年次
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通
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ス

生
活

福
祉

1年必履修科目単位数計 2年必履修科目単位数計

原則履修科目

総合的な学習の時間 総合的な学習の時間

保健体育

3年必履修科目単位数計

原則履修科目

２年次

課　　　程 学　　　科 類型の名称
全日制 総　合　学　科

系
列

３年次

原則履修科目

3年次2年次

 必履修科目単位数計

保健体育

芸術

系
列

1年次
系
列教科

 必履修科目単位数計

教科

＜３年次＞

＊「自立活動（煌く羅針盤）」は、学校教育法施行規則第８５条に基づき設定する障がいに応じた特別の指導

・自立活動（煌く羅針盤）対象生徒は、２単位分履修する。
・自立活動（煌く羅針盤）対象生徒は、２単位分履修する。

教科

文
化

文
化

文
化

農
業

共
通

共
通

農
業

(煌く羅針盤)

領域別の指導領域別の指導

＜２年次＞

(煌く羅針盤)自立活動 自立活動

福
祉

3年次

農
業

ビ
ジ
ネ
ス

生
活

系
列

2年次 系
列

　　　　　　　　　島根県立邇摩高等学校教育課程表(平成27年度) （別紙①）

ビ
ジ
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必
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修
科
目

必
履
修
科
目

地理歴史

総合的な学習の時間

生
活

必
履
修
科
目

注意

❶ﾋﾞｼﾞﾈｽ系列は情報・会計ﾓﾃﾞﾙ（情

ﾓ）と流通ﾓﾃﾞﾙ（流ﾓ）に，生活系列

は保育ﾓﾃﾞﾙ（保ﾓ）と被服ﾓﾃﾞﾙ（被

ﾓ）と食物ﾓﾃﾞﾙ（食ﾓ）に分かれる。

❷備考欄のﾓﾃﾞﾙは選択対象ﾓﾃﾞﾙを

示している。

❸Ⅱを付した科目の選択は，Ⅰを付

した科目を既に履修したものに限る。

❹各教科名の前の①は総合選択科

目を，②は自由選択科目を示してい

る。


